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ま
た
、
原
宿
駅
の
東
も
含
め
た
神
宮
前
地

区
全
体
も
含
め
る
と
、
近
隣
で
は
神
宮
外
苑
、

新
宿
御
苑
の
大
き
な
緑
に
囲
ま
れ
て
い
る
ほ

か
、明
治
神
宮
の
参
道
だ
っ
た
表
参
道
の
ケ
ヤ

キ
並
木
に
よ
る
緑
や
明
治
通
り
や
外
苑
西
通

り
、
青
山
通
り
な
ど
の
街
路
樹
も
含
め
る
と

都
心
な
が
ら
緑
が
豊
か
に
広
が
る
地
域
で
す
。

月
１
日
（
１
９
２
０
年
）
に
鎮
座
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

　
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
空
襲
に

見
舞
わ
れ
、
創
建
当
初
の
主
要
建
物
は
焼
失

し
ま
し
た
が
、
昭
和
33
年
11
月
に
は
国
内
外

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
に
よ
っ
て
、
神
社
建

　
渋
谷
区
の
北
部
に
位
置
す
る
明
治
神
宮
と

代
々
木
公
園
は
、
渋
谷
や
新
宿
と
い
っ
た
大

都
市
に
挟
ま
れ
た
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
多

く
の
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
敷
地
を
合
わ
せ
る
と
１
２
４
万
㎡
（
明
治

神
宮
約
70
万
㎡
、
代
々
木
公
園
約
54
万
㎡
）

の
面
積
が
あ
り
ま
す
。

明
治
神
宮

　
明
治
神
宮
は
、
明
治
天
皇
と
昭
憲
皇
太
后

を
祀
る
た
め
に
創
建
さ
れ
た
神
社
で
す
。

　
明
治
天
皇
と
昭
憲
皇
太
后
に
と
っ
て
特
に

ゆ
か
り
の
深
い
代
々
木
の
地
に
大
正
９
年
11
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Ｊ
Ｒ
山
手
線
原
宿
駅
に
ほ
ど
近
い
明
治
神
宮
、
代
々
木
公
園
は
、
23
区
内
で
も
広
大
な
緑
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て

人
気
の
あ
る
場
所
で
す
。
地
元
の
人
だ
け
で
は
な
く
休
み
の
日
に
は
国
内
外
の
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

隣
り
合
っ
た
場
所
に
あ
り
緑
も
多
い
こ
の
２
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
は
、「
厳
か
な
雰
囲
気
」「
開
放
感
」
と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
明
治
神
宮
、
代
々
木
公
園
の
み
ど
こ
ろ
を
取
り
上
げ
ま
す
。都

心
の
中
の
オ
ア
シ
ス

豊
か
な
緑
を
育
む
２
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
を
散
策

緑
あ
ふ
れ
る
都
心
の
オ
ア
シ
ス

　
　〜
明
治
神
宮
、代
々
木
公
園
を
巡
る
〜

明治神宮の本殿は代々木の杜に囲まれて
厳かな雰囲気を醸し出す

参考：明治神宮ホームページ、東京都公園協会「公園へ行こう」ホームページ、
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京の森林公園　代々木公園』」等

明治神宮の大鳥居は木造の明神鳥居としては
日本一の大きさだ3

築
の
粋
を
集
め
た
復
興
造
営
が
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
現
在
の
社
殿
が
完
成
し
ま
し
た
。

明
治
神
宮
の
み
ど
こ
ろ

◆
代
々
木
の
杜

　
参
道
の
入
口
よ
り
広
が
る
緑
は
、
神
宮
御

鎮
座
に
あ
た
り
お
よ
そ
10
万
本
の
全
国
か
ら

の
献
木
が
植
栽
さ
れ
た
人
工
林
で
す
。

　
大
正
４
年
か
ら
造
営
工
事
が
始
ま
り
ま
し

に
守
り
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
渋
谷

区
民
を
明
治
神
宮
御
苑
の
菖
蒲
田
へ
抽
選
で

無
料
招
待
等
を
す
る
「
花
菖
蒲
を
観
る
交
流

会
」
を
６
月
10
日
〜
20
日
に
行
う
予
定
も
あ

り
ま
す
。

◆
都
心
に
は
珍
し
い
、

　湧
水
の
井
戸
「
清
正
井
」

　
御
苑
の
中
に
あ
る
清
正
井
は
都
会
で
は
貴

重
な
湧
水
の
井
戸
で
、
最
近
は
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
当
時
、
こ
の
場
所
に
加
藤
家
の
下
屋
敷
が

あ
り
、
安
土
桃
山
・
江
戸
初
期
の
名
高
い
武

将
、
加
藤
清
正
の
子
・
忠
広
が
住
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
か
、
井
伊
家
の
下
屋
敷
に

な
っ
て
か
ら
も
、
こ
の
地
で
は
数
々
の
清
正

伝
説
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
清
正
井
は
横
井
戸
（
山
の
崖
な
ど
斜
面
に

水
平
方
向
に
掘
る
井
戸
）
で
、
当
時
は
ど
こ

が
水
源
で
ど
の
よ
う
に
水
が
流
れ
て
く
る
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
熊
本

城
や
名
古
屋
城
を
造
り
、
治
水
・
干
拓
の
技

術
に
も
優
れ
て
い
て
、
土
木
の
神
様
と
称
さ

れ
て
い
た
加
藤
清
正
が
特
殊
な
技
術
で
井
戸

を
掘
り
、
水
が
湧
出
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
戦
前
に
行
っ
た
水
源
調
査
で
、

現
在
の
本
殿
倉
庫
の
位
置
に
あ
た
る
御
本
殿

西
側
権
殿
敷
地
付
近
一
帯
の
浅
い
地
下
水
に

よ
る
自
然
の
湧
水
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
現
在
も
、
四
季
を
通
じ
て
15

度
前
後
の
安
定
し
た
水
温
を
保
っ
た
水
が
毎

分
60
リ
ッ
ト
ル
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。

た
が
、「
永
遠
の
森
」
を
目
指
し
た
壮
大
な

計
画
の
も
と
で
、
全
国
か
ら
も
献
木
と
し
て

植
樹
す
る
木
を
奉
納
し
た
い
と
届
い
た
と
い

い
ま
す
。
そ
の
木
々
が
延
べ
11
万
人
に
も
及

ぶ
青
年
団
の
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
植
樹
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
敷
地
内
の
樹
木
は
東
京
ド
ー
ム

約
15
個
分
に
も
な
る
自
然
林
の
よ
う
に
大
き

く
豊
か
な
森
に
成
長
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

代
々
木
の
杜
と
し
て
、
人
々
の
憩
い
の
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
の
「
鎮
座
百
年
記
念 

明
治
神
宮
境
内
総
合
調
査
」
で
は
、
代
々
木

の
杜
に
日
本
新
発
見
の
昆
虫
（
ジ
ン
グ
ウ
ウ

ス
マ
ル
ヒ
メ
バ
チ
と
命
名
）
が
報
告
さ
れ
た

ほ
か
、
数
多
く
の
絶
滅
危
惧
種
や
都
会
に
は

珍
し
い
生
物
が
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

◆
御
苑
と
花
菖
蒲

　
明
治
神
宮
の
境
内
地
に
な
る
前
は
江
戸
時

代
、
加
藤
家
や
井
伊
家
の
下
屋
敷
の
庭
園
で

し
た
が
、
明
治
時
代
に
な
り
代
々
木
御
苑
と

称
さ
れ
、
昭
憲
皇
太
后
が
た
び
た
び
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
明
治
天
皇
が
昭
憲
皇
太
后

の
た
め
に
植
え
さ
せ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
菖
蒲

田
の
花
菖
蒲
は
、
６
月
に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

江
戸
系
の
花
菖
蒲
が
中
心
で
、
現
在
も
大
切
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６月に見頃を迎える菖蒲田。江戸系の
花菖蒲が咲き揃う

清正井は都心では珍しい
湧水の横井戸だ

なぜ、明治神宮には椎や樫、楠が多い？
樹当時は、在来種等も含め365種ありま
したが、気候や生育状況に合わない種類

もあり、現在は234種類になっています。杉や
檜は少なく椎や樫、楠が多くなっています。
　大正時代、東京では公害が進んでおり都内の
大木や老木が次々と枯れていったことから、当
時の学者たちが100年先のことを見越して、立
派に育ちやすい椎・樫などの照葉樹を植えるこ
とに決定したといいます。当時の内閣総理大臣
であった大隈重信首相は伊勢神宮や日光東照宮
の杉並木のような雄大で荘厳なものを望んでい
ました。しかし、代々木の地は都会であり谷間

植 のように水気が多くないことや関東ローム層の
ため適さないと、当時の本多静六ら関係者が反
対し、説明、納得させたことで、現在の森厳で
素晴らしい杜になりました。
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と
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に
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し
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の
が
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で
す
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の
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、
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次
世
界
大
戦
中
に
空
襲
に

見
舞
わ
れ
、
創
建
当
初
の
主
要
建
物
は
焼
失

し
ま
し
た
が
、
昭
和
33
年
11
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に
は
国
内
外

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
に
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っ
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、
神
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建
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の
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に
位
置
す
る
明
治
神
宮
と

代
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木
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園
は
、
渋
谷
や
新
宿
と
い
っ
た
大

都
市
に
挟
ま
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た
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
多

く
の
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
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そ
れ
ぞ
れ

の
敷
地
を
合
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せ
る
と
１
２
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万
㎡
（
明
治

神
宮
約
70
万
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、
代
々
木
公
園
約
54
万
㎡
）
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面
積
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。

明
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明
治
神
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、
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と
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太
后

を
祀
る
た
め
に
創
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た
神
社
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す
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明
治
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皇
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憲
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に
と
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に

ゆ
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深
い
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内
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大
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緑
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で
す
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元
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で
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の
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に
は
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外
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で
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明
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神
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園
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の
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築
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め
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興
造
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に
よ
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現
在
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社
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成
し
ま
し
た
。
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道
の
入
口
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り
広
が
る
緑
は
、
神
宮
御

鎮
座
に
あ
た
り
お
よ
そ
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万
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す
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に
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、
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。

　
そ
の
後
、
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調
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で
、

現
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位
置
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現
在
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四
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前
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分
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木
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植
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ぶ
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ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
敷
地
内
の
樹
木
は
東
京
ド
ー
ム

約
15
個
分
に
も
な
る
自
然
林
の
よ
う
に
大
き

く
豊
か
な
森
に
成
長
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

代
々
木
の
杜
と
し
て
、
人
々
の
憩
い
の
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
の
「
鎮
座
百
年
記
念 

明
治
神
宮
境
内
総
合
調
査
」
で
は
、
代
々
木

の
杜
に
日
本
新
発
見
の
昆
虫
（
ジ
ン
グ
ウ
ウ

ス
マ
ル
ヒ
メ
バ
チ
と
命
名
）
が
報
告
さ
れ
た

ほ
か
、
数
多
く
の
絶
滅
危
惧
種
や
都
会
に
は

珍
し
い
生
物
が
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

◆
御
苑
と
花
菖
蒲

　
明
治
神
宮
の
境
内
地
に
な
る
前
は
江
戸
時

代
、
加
藤
家
や
井
伊
家
の
下
屋
敷
の
庭
園
で

し
た
が
、
明
治
時
代
に
な
り
代
々
木
御
苑
と

称
さ
れ
、
昭
憲
皇
太
后
が
た
び
た
び
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
明
治
天
皇
が
昭
憲
皇
太
后

の
た
め
に
植
え
さ
せ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
菖
蒲

田
の
花
菖
蒲
は
、
６
月
に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

江
戸
系
の
花
菖
蒲
が
中
心
で
、
現
在
も
大
切

渋谷区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

６月に見頃を迎える菖蒲田。江戸系の
花菖蒲が咲き揃う

清正井は都心では珍しい
湧水の横井戸だ

なぜ、明治神宮には椎や樫、楠が多い？
樹当時は、在来種等も含め365種ありま
したが、気候や生育状況に合わない種類

もあり、現在は234種類になっています。杉や
檜は少なく椎や樫、楠が多くなっています。
　大正時代、東京では公害が進んでおり都内の
大木や老木が次々と枯れていったことから、当
時の学者たちが100年先のことを見越して、立
派に育ちやすい椎・樫などの照葉樹を植えるこ
とに決定したといいます。当時の内閣総理大臣
であった大隈重信首相は伊勢神宮や日光東照宮
の杉並木のような雄大で荘厳なものを望んでい
ました。しかし、代々木の地は都会であり谷間

植 のように水気が多くないことや関東ローム層の
ため適さないと、当時の本多静六ら関係者が反
対し、説明、納得させたことで、現在の森厳で
素晴らしい杜になりました。

100年の時をかけて緑豊かに
なった代々木の杜

3

築
の
粋
を
集
め
た
復
興
造
営
が
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
現
在
の
社
殿
が
完
成
し
ま
し
た
。

明
治
神
宮
の
み
ど
こ
ろ

◆
代
々
木
の
杜

　
参
道
の
入
口
よ
り
広
が
る
緑
は
、
神
宮
御

鎮
座
に
あ
た
り
お
よ
そ
10
万
本
の
全
国
か
ら

の
献
木
が
植
栽
さ
れ
た
人
工
林
で
す
。

　
大
正
４
年
か
ら
造
営
工
事
が
始
ま
り
ま
し

に
守
り
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
渋
谷

区
民
を
明
治
神
宮
御
苑
の
菖
蒲
田
へ
抽
選
で

無
料
招
待
等
を
す
る
「
花
菖
蒲
を
観
る
交
流

会
」
を
６
月
10
日
〜
20
日
に
行
う
予
定
も
あ

り
ま
す
。

◆
都
心
に
は
珍
し
い
、

　湧
水
の
井
戸
「
清
正
井
」

　
御
苑
の
中
に
あ
る
清
正
井
は
都
会
で
は
貴

重
な
湧
水
の
井
戸
で
、
最
近
は
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
当
時
、
こ
の
場
所
に
加
藤
家
の
下
屋
敷
が

あ
り
、
安
土
桃
山
・
江
戸
初
期
の
名
高
い
武

将
、
加
藤
清
正
の
子
・
忠
広
が
住
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
か
、
井
伊
家
の
下
屋
敷
に

な
っ
て
か
ら
も
、
こ
の
地
で
は
数
々
の
清
正

伝
説
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
清
正
井
は
横
井
戸
（
山
の
崖
な
ど
斜
面
に

水
平
方
向
に
掘
る
井
戸
）
で
、
当
時
は
ど
こ

が
水
源
で
ど
の
よ
う
に
水
が
流
れ
て
く
る
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
熊
本

城
や
名
古
屋
城
を
造
り
、
治
水
・
干
拓
の
技

術
に
も
優
れ
て
い
て
、
土
木
の
神
様
と
称
さ

れ
て
い
た
加
藤
清
正
が
特
殊
な
技
術
で
井
戸

を
掘
り
、
水
が
湧
出
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
戦
前
に
行
っ
た
水
源
調
査
で
、

現
在
の
本
殿
倉
庫
の
位
置
に
あ
た
る
御
本
殿

西
側
権
殿
敷
地
付
近
一
帯
の
浅
い
地
下
水
に

よ
る
自
然
の
湧
水
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
現
在
も
、
四
季
を
通
じ
て
15

度
前
後
の
安
定
し
た
水
温
を
保
っ
た
水
が
毎

分
60
リ
ッ
ト
ル
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。
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、「
永
遠
の
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」
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目
指
し
た
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な
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献
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23区で緑被率、農地面積、公園および児童遊
園の数がもっとも多い練馬区。みどり豊かな区
の魅力を発信していくため、平成27年３月よ
り「Yori Dori Midori（よりどりみどり）練馬」
プロジェクトを実施している

◆
み
ど
り
の
中
で

 

歴
史
や
文
化
に
触
れ
る

　
ま
た
、
区
内
に
は
、
み
ど
り
の
中
で
歴
史

や
文
化
を
学
べ
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。「
石

神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
」
は
展
示
物
に

実
際
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
、
文
化
に
つ
い

て
の
学
習
や
時
代
体
験
が
で
き
る
施
設
で
す
。

館
内
で
は
、
美
味
し
い
武
蔵
野
う
ど
ん
も
味

わ
え
ま
す
。

「
石
神
井
松
の
風
文
化
公
園
」
で
は
自
然
の

中
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
園
内
に
あ
る
「
石
神
井
公
園

ふ
る
さ
と
文
化
館
分
室
」
に
は
、
区
ゆ
か
り

の
文
化
人
を
紹
介
す
る
愛
用
品
等
の
展
示
も

あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

◆
個
性
的
な
区
立
庭
園

　
練
馬
区
は
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
農
業
、

街
並
み
、
景
観
な
ど
、
様
々
な
地
域
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
沿
道
の
街
路
樹
に
季
節

を
感
じ
た
り
、
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
個

性
的
な
区
立
庭
園
で
み
ど
り
を
楽
し
め
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
牧
野
富
太
郎
博
士
の
自
宅
跡

地
を
整
備
し
た
「
牧
野
記
念
庭
園
」
や
茶
室

の
あ
る
「
向
山
庭
園
」
で
は
、
草
木
や
花
を

眺
め
な
が
ら
静
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
年
５
月
に
は
区

立
四
季
の
香
公
園
内
に
「
四
季
の
香
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
駅
か
ら
近
く
、
一
見
の
価
値
あ
り
で
す
。

広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”
練馬区

平
成
27
年
３
月
に
「
み
ど
り
の
風
吹
く
ま
ち
ビ
ジ
ョ
ン
〜
新
し
い
成
熟
都
市
・
練
馬
を
め
ざ
し
て
〜
」
を

策
定
し
た
練
馬
区
。
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
区
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

「
Y
o
r
i 

D
o
r
i 

M
i
d
o
r
i
（
よ
り
ど
り
み
ど
り
）
練
馬
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

都
心
か
ら
近
く
交
通
の
利
便
性
が
よ
い
こ
と
と
、
み
ど
り
豊
か
な
環
境
が
両
立
す
る
地
域
と
し
て
人
気
の
練
馬
区
。

今
回
、
数
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
の
中
か
ら
、
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
庭
園
や
施
設
、
農
の
恵
み
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

み
ど
り
の
魅
力
も
よ
り
ど
り
み
ど
り

　
　〜
練
馬
区
の
多
彩
な
み
ど
り
を
楽
し
も
う
〜み

ど
り
の
風
吹
く
ま
ち
練
馬

今
回
、
数
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
の
中
か
ら
、
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
庭
園
や
施
設
、
農
の
恵
み
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

プロジェクトの一環として区内の絵の具メーカ
ーと協力して開発した、練馬区オリジナルの５
色の「NERIМＡ GREEN（ねりまグリーン）」

4

代
々
木
公
園

　
代
々
木
公
園
は
昭
和
42
年
10
月
20
日
に
開

園
し
た
都
立
公
園
で
す
。
23
区
内
に
あ
る
都

立
公
園
の
中
で
は
５
番
目
に
広
く
、
園
内
の

３
割
強
は
樹
木
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
こ
の
場
所
に
は
、
井
伊
直
弼
の

下
屋
敷
を
始
め
と
す
る
大
名
の
下
屋
敷
が
あ

り
ま
し
た
が
、
明
治
42
年
に
陸
軍
代
々
木
練

兵
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
43
年
に
は
、
国
内
で
初
め
て
日
本
人

が
乗
っ
た
飛
行
機
が
飛
び
ま
し
た
。
園
内
に

は
、
こ
れ
を
記
念
し
、
日
本
航
空
発
始
の
碑

が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
後
、
米
軍
の
駐
留
軍
家
族
の
居
留
地
・

ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
と
な
り
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
選
手
村
と
な
っ
た
後
、
現
在
の

代
々
木
公
園
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
代
々
木
公
園
の
設
計
計
画
で
は
、
公
募
の

際
に
明
治
神
宮
の
森
と
連
動
す
る
よ
う
な
樹

林
（
樹
種
）
を
構
成
す
る
こ
と
や
、
公
園
内

は
自
動
車
が
通
行
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

と
い
っ
た
条
件
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
、

代
々
木
公
園
は
今
も
都
心
の
「
森
林
公
園
」

と
し
て
、
緑
に
恵
ま
れ
た
自
然
な
姿
を
感
じ

る
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

隣
ス
ポ
ッ
ト
が
注
目
を
集
め
ま
す
が
、
自
然

と
親
し
み
つ
つ
の
ん
び
り
と
過
ご
す
の
も
楽

し
み
方
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

代
々
木
公
園
の
み
ど
こ
ろ

　
公
園
は
緑
の
多
い
Ａ
地
区
と
、
道
路
を
挟

ん
で
反
対
側
に
あ
る
陸
上
競
技
場
、
野
外
ス

テ
ー
ジ
、
サ
ッ
カ
ー
・
ホ
ッ
ケ
ー
場
な
ど
の

Ｂ
地
区
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
地
区
の
公
園
の
中
心
に
あ
る
草
地
の
中

央
広
場
で
は
広
い
空
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ど
の
季
節
に
訪
れ
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
草
木
が
色
々
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。

　
日
本
で
初
め
て
つ
く
ら
れ
た
バ
ー
ド
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
は
、
野
鳥
保
護
の
た
め
に
保
護

柵
で
囲
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
野
鳥
の

好
む
実
の
な
る
木
が
植
え
ら
れ
、
充
分
に
野

鳥
観
察
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
央
広
場
の
そ
ば
に
は
高
さ
15
メ
ー
ト
ル

〜
30
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
小
３
基
の
噴
水
や

水
回
廊
を
も
つ
水
景
施
設
も
あ
り
、
緑
だ
け

で
な
く
水
辺
で
も
の
ん
び
り
と
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
選
手
村
だ
っ
た
時
に
オ
ラ
ン
ダ
選

手
が
使
用
し
た
宿
舎
、
ケ
ヤ
キ
並
木
や
代
々

木
公
園
の
中
心
部
に
あ
た
る
中
央
広
場
や
新

宿
の
都
心
ビ
ル
を
眺
望
で
き
る
展
望
デ
ッ
キ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
渋
谷
や
表
参
道
、
原
宿
竹
下
通
り
な
ど
近

渋谷区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

中央広場は、緑の多さと開放感のある空間が特徴的だ

選手村だった面影を残す
オランダ宿舎跡

渋谷区コミュニティバス「ハチ公バス」。
明治神宮や代々木公園のそばを通る路線も
ある。近隣のまちの散策にも便利だ

昭和45年オープン当時の代々木公園。緑もまだ若々しさが感じられる

日本航空発始の碑


